
平成31年３月号 10平成31年３月号11

４番議員　高倉 悠真さん（草野小）

３番議員　髙野 真由美さん（飯樋小）

２番議員　杉 都珂瑳さん（飯樋小）

１番議員　巻野 陽菜さん（草野小）

いいたてクリニックの診療曜日・時間の
拡大による診療・福祉の充実について

　村で安心して過ごすことができるのは、いいた
てクリニックがあるおかげです。
　村で生活する人が増え、学校の生徒数も少しず
つ増えています。具合が悪くなったらすぐに近く
の病院で診てもらえるという「あたりまえの生活」
を取り戻すためにも、いいたてクリニックの充実
が必要と考えます。

村オリジナルスイーツの開発、販売による
新ブランドの創設について

　村で採れるいちごやかぼちゃを使ったケーキや
プリン、アイスクリームなどのスイーツを開発し、
ブランド化することを提案します。
　開発するために、スイーツのレシピやデザイン
のアイデアを募集するコンテストを開催し、見た
目も良く、みんなが笑顔になれるスペシャルなス
イーツを目指します。

村の郷土料理や直売所の
新規出店による雇用の創設について

　村の名産品を使って郷土料理や直産品販売所を
作ることを提案します。
　食や直産品を通して、今よりも村の良さを知っ
てもらえれば、村にたくさんの人が集まると思い
ます。直産品を使って、お年寄りや若い人に合う
ような郷土料理をつくったり、販売したりしてい
きます。

あいの沢に、イイタネちゃんのテーマパークを
開設し、村外からの集客を図ることについて

　あいの沢をイイタネちゃんのテーマパークや
キャンプ場にして、村内外からの集客を図ります。
　これまでも、村に遊園地をつくると
いう提案はありましたが、帰村できる
ようになった今が、チャンスであると
考えました。

小学６年生 子ども議員
みらいに響け、ぼくらの声 !
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ぼくも
子どもたちの
提案から
誕生しタネ！


